
 

 

 

 

 

『２学期授業開始』 

                          校長 福田 雅子  

約30日の夏季休業が終わりました。２学期授業開始です。生徒の皆さんは補習、学習会、イ

ンターンシップや部活動等で鍛えられ、また少し成長したようです。ところで、この２学期はカレ

ンダー的には 4か月余りありますが、実際に登校する授業日は 90日もありません。その中で、

合同体育祭、西高祭、心の教育講演会をはじめとする各講演会、２年生は修学旅行、そして３

年生は卒業レポートの議会への提案といった具合に沢山の学校行事が予定されています。限

られた期間でより良いものを創り上げるためには、各個人が意識高く取り組むことも大事です

が、加えてそれぞれのリーダーを中心に、全員で知恵を出し合い、協働する力も大切です。例

えば２年生。これまで先輩方が先頭に立って頑張る姿を見てきました。既に部活動を始めバト

ンを渡されたモノがありますが、次は２年生が北松西の中核としてこれから学校を動かすつもり

で、存分にその力を発揮してもらいたいと思っています。そして３年生。納得できる受験の夏を

過ごしたでしょうか？いよいよそれぞれの進路に向かって早い人は 9月から受験が始まる 2学

期です。勿論この夏もじっくり腰を据えて学習できたことと思いますが、今後は、目の前にある

今自分のやるべきことに、さらに集中力高く真摯に取り組んでほしいものです。努力した者が全

て報われるとは限りませんが、しかし！ 成功した人は皆すべからく努力してきた人たちです。

14名の団体戦です。全員で向かっていきたいと思います。 

最後に１年生について。実は４月から５月にかけて、新入生の皆さん一人ずつと面談をして

みました。中間考査が始まる前の高校生活にも少し慣れた頃だったと思います。“4 時間目が

終わったら、お昼ご飯を持って校長室に来てください。”という連絡で。それぞれの生徒との会

話によってその面談の中身は少しずつ違った方向になっていきましたが、皆に共通して必ず聞

くことを前もって２つ、伝えていました。「①．高校生活が始まって今の状況はどうですか？例え

ばイメージしていた通りなのはどんなことですか。②．高校生活の目標、あるいはその先の目

標としていることは何ですか？」。①の質問には、「授業のスピードが速い。内容が難しくなっ

た。」という答えが多くの生徒から返ってきましたが、「予想していた通りだったし、『つなぎ授業

（２月に実施している）』で高校の先生の授業を受けたのでわかっていた。」と話した生徒もいま

した。 

面談が終わってみて感心したことが幾つかあります。一点目は、対話力があること。予定さ

れた質問以外であっても、聞かれたことに自分なりの言葉でしっかり答えようとしているし、逆に

私の方が質問された場面もありました。「私は初対面の人と話すのが苦手なので・・・」と言った

生徒もいたのですが、その 4 月の時点では、当然私と話しをするのは初めてだったわけですか

ら、十分です。自信を持ってほしいと伝えました。二点目は、“ミライの自分”を考えて、こうなり 
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体育祭合同練習（～6日） 
体育祭予行 
中高合同体育祭 
代休 
専門委員任命式 
陸上部県新人戦（～15日） 
３年対外模試（～15日）、ソフトテニス佐世保地区新人戦（～15日） 
朝学タイム開始、考査時間割発表 
薬物乱用防止講話 
中間考査（～10/1） 

 

― お知らせ ― 

〇 中高合同体育祭 ９月８日（日）[予備日９月１０日（火）] 

皆様のご来場をお待ちしております。 
 

夏季学習会（３年） 

８月１日から７日までの７日間、台風の影響で１日は

自宅での実施となりましたが、３年生の夏季学習会を実

施しました。１日１０時間もの学習に励み、集中して学

習する習慣を確立することができ、大変有意義な時間を

過ごすことができました。２学期からは個別添削や面接

指導など受験に向けた勉強も本格化してきます。この学

習会の成果が実るよう、学んだことを活かして受験を乗

り切ってほしいと願っています。 

 

１年生ですから勿論これから色々なことを学ぶと、知識が増えます。体験を重ねると、ものの

見方も変わってきます。すると、現在の目標は変わるかもしれないし、新たな夢ができることだ

ってあります。それでも大丈夫です。大事なことは、自分に足りないものを知り、だから学ぶの

だと、だからこうやって頑張るのだと、認識して実行できることです。また、ひた向きに頑張る人

を周囲はやはり応援したくなります。そういう意味でも、目標をできれば高く掲げ『声に出す』と

いうことは大事です。あの面談から約 4 か月近く経ちました。１年生の皆さんにとって、高校最

初の夏季休業はどうだったでしょうか。面談の時話していた高校での目標ややりたいと考えて

いたことは、実践できているでしょうか。 

新学期の始まりということは、言うまでもなく新しいスタートが切れるチャンスでもあります。万

が一、１学期に自分の目標としていたことに到達できなかった人、やりたいことがまだ実践でき

ていない、あるいは夏休みをなんとなく過ごしてしまった人にとって、リセットできるのがこのスタ

ートの時です。先ずはそこに気づいて、そしてこのチャンスを生かしてもらいたい。皆さんの意

気込み次第だと思います。じっと待っていても、なりたい自分はむこうからやってきません。１年  
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たいので高校で●●を頑張りたいといった具合にこれからの目標を自分の言葉で言えること。

良かったですねえ。そして嬉しかったですねえ。何だかワクワクしました。 

生、２年生、３年生それぞれが目指すところに向かって実りある２学期にできることを期待した

いと思います。 
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オープンスクール 

７月２４日（水）本校の現状を紹介し、授業体験などを通して、高校での学習及び生

活に対する理解を深めてもらう目的でオープンスクールを実施いたしました。 

 生徒会による学校紹介や学校行事・教育課程等に関する説明会、部活動紹介の後、授

業体験を行いました。中学３年生の皆さんと、来年一緒に勉強できるのを楽しみにして

います。 

 

 

 

 

 

 

 

受付の様子       学校紹介の様子      部活動紹介の様子 

 

 

 

 

 

 

 

授業体験の様子 

 

第２学年インターンシップ 

７月２３日（火）から第２学年を対象に、将来のキャリアに関連した就業体験をする

ことにより、職業選択意識、学習意欲、社会適応能力の向上を図る目的で、県内の希望

する事業所においてインターンシップを実施しました。それぞれが学んだことを、今後

の進路選択に活かしていきます。 

  

  

生徒会リーダー研修会 

７月３０日（火）新生徒会執行委員がリーダー研修会を行いました。生徒会活動や西

高祭などについて活動しながら話し合いを行いました。活動の中で、生徒会スローガン

について話し合い、今年度のスローガンは『Thanks for Ojika ～70th Anniversary に向

けて～』に決まりました。生徒会執行委員は活動を終え、「旧役員や顧問の思いを引き継

いでいこうと思った。」「学校の顔であることと[Thanks for Ojika]を忘れずにいたい。」

「生徒会の仕事が増えるので、日頃の生活の見直しを行い、責任感を持って頑張りたい。」

と意気込みを語ってくれました。 

 

 

 

 

 

 

 

   活動の様子       生徒会スローガン      生徒会メンバー 

 

 養寿園夏祭りボランティア 

 ８月３日（土）本校生徒数名が、養寿園にて行われた夏

祭りのボランティアに参加しました。参加した生徒は、「も

っと積極的に仕事を見つけて行動すればよかった。そのよ

うな時に職員の方に声をかけてもらって、自分たちは〝島

の中で大切に育てられている″と実感した。」「幅広い年齢

の方がたくさん集まって夏祭りが盛り上がっていた。また

来年も参加したい。」と感想を述べていました。 

 

平和学習 

８月９日（金）に平和学習を実施しました。最初に「映

画 この世界の片隅に」を視聴し、その後、長崎に原子爆

弾が投下された１１時２分に黙祷しました。最後に長崎の

平和祈念式典での長崎市長の平和宣言を視聴し、平和への

想いを新たにしました。 

 

 

編集後記 松のひとりごと・・・ 

８月は暑い日々が続きましたね。２学期も既に始まりました。２学期は目

前に迫った体育祭をはじめ、たくさんの行事があります。それぞれが充実し

たものになるように頑張りましょう。 


